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昨
年
十
二
月
十
二
日
に
「
大
蔵
省
不
祥
事
と
紀
律
保
持
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
を
提
出
し
、
同
月
十
九
日
に
答
弁
書
の
送

付
を
受
け
た
が
、
答
弁
内
容
は
同
省
が
綱
紀
粛
正
の
緊
急
性
、
重
大
性
を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
た
。

同
省
Ｏ
Ｂ
の
井
坂
武
彦
日
本
道
路
公
団
理
事
、
現
職
の
宮
川
宏
一
金
融
証
券
検
査
官
室
長
、
谷
内
敏
美
管
理
課
課
長
補
佐
が
相

次
ぎ
収
賄
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
後
も
、
同
省
は
個
別
の
照
会
に
不
十
分
で
、
真
摯
さ
に
欠
け
る
回
答
を
続
け
て
き
た
。
そ
こ 

 

で
、
政
府
に
対
し
、
不
十
分
な
前
回
答
弁
内
容
に
対
す
る
再
度
の
回
答
を
求
め
る
ほ
か
、
綱
紀
粛
正
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考

え
方
、
強
制
捜
査
を
受
け
た
後
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
、
以
下
の
点
を
質
問
す
る
。 

一 

大
蔵
省
の
綱
紀
粛
正
に
つ
い
て 

（
3
） 

前
記
各
通
達
の
効
果
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
考
え
る
か
。 

（
2
） 

戦
後
、
綱
紀
粛
正
を
図
る
た
め
の
省
内
通
達
は
何
件
出
さ
れ
た
か
。
通
達
が
出
さ
れ
た
理
由
も
含
め
具
体
的
に
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
1
） 

そ
も
そ
も
「
綱
紀
粛
正
」
と
は
法
令
遵
守
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
職
務
上
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
な
ら
ず
、

ま
た
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
か
。 

大
蔵
省
不
祥
事
と
疑
惑
解
明
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

（
8
） 

中
島
氏
ら
の
処
分
に
伴
い
、
省
内
に
設
置
さ
れ
た
「
紀
律
保
持
委
員
会
」
に
関
し
、
小
村
武
官
房
長
は
九
五
年
五

月
二
十
五
日
付
「
綱
紀
の
厳
正
な
保
持
に
つ
い
て
」
と
の
内
部
通
達
で
「
違
反
す
る
疑
い
の
あ
る
職
員
の
行
動
に
つ

い
て
は
、
紀
律
保
持
委
員
会
で
状
況
把
握
を
行
う
」
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
「
状
況
把
握
」
さ
れ
た
職
員
は
何
人

い
た
の
か
。 

（
7
） 

一
九
九
四
年
か
ら
九
五
年
に
か
け
て
、
破
た
ん
し
た
東
京
協
和
、
安
全
旧
二
信
用
組
合
の
乱
脈
融
資
事
件
で
、
主

計
局
次
長
中
島
義
雄
、
東
京
税
関
長
田
谷
廣
明
両
氏
ら
の
過
剰
接
待
、
金
銭
授
受
な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
、
両
氏
は

処
分
さ
れ
た
が
、
省
内
調
査
で
把
握
さ
れ
た
中
島
、
田
谷
両
氏
の
非
行
と
は
具
体
的
に
何
か
。 

（
6
） 

年
末
の
「
御
用
納
め
」
な
ど
で
、
金
融
、
証
券
な
ど
職
務
に
関
係
す
る
企
業
、
団
体
か
ら
酒
や
つ
ま
み
の
差
し
入

れ
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
か
。 

（
5
） 
大
蔵
官
僚
が
金
融
、
証
券
な
ど
職
務
に
関
係
す
る
企
業
、
団
体
の
幹
部
、
社
員
ら
と
ゴ
ル
フ
を
す
る
こ
と
が
あ
る

か
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
個
人
的
な
付
き
合
い
に
限
ら
れ
る
の
か
。
費
用
は
ど
う
す
る
の
か
。 

（
4
） 

大
蔵
官
僚
が
金
融
、
証
券
な
ど
職
務
に
関
係
す
る
企
業
、
団
体
の
幹
部
、
社
員
ら
と
会
食
す
る
際
、
自
分
の
飲
食

代
を
支
払
わ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
。 

四 

 



 

（
13
） 

涌
井
主
計
局
長
の
問
題
と
同
時
期
に
、
薄
井
信
明
主
税
局
長
が
国
会
議
員
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
講
師
と
し
て
出
席 

し
、
厳
重
注
意
処
分
を
受
け
た
が
、
そ
の
処
分
で
十
分
と
判
断
し
た
理
由
は
。 

（
12
） 

涌
井
主
計
局
長
は
厳
重
注
意
処
分
と
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
十
分
と
判
断
し
た
理
由
は
。 

（
11
） 

涌
井
洋
治
主
計
局
長
が
官
房
長
当
時
、
石
油
卸
商
泉
井
純
一
被
告
か
ら
再
婚
祝
い
と
し
て
絵
画
を
受
け
取
っ
て
い

た
問
題
に
つ
い
て
、
答
弁
書
で
は
涌
井
主
計
局
長
に
よ
れ
ば
、
（
前
記
）
平
成
七
年
五
月
二
十
五
日
に
発
出
さ
れ
た 

「
通
達
の
周
知
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
自
ら
も
遵
守
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
が
、
絵
画
を
受
け 

 

取
っ
た
こ
と
は
通
達
に
違
反
、
抵
触
す
る
行
為
と
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。
考
え
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由

は
。 

（
10
） 
九
六
年
八
月
、
保
険
部
課
長
補
佐
か
ら
関
東
信
越
国
税
局
調
査
査
察
部
長
に
転
任
し
た
職
員
が
生
保
会
社
か
ら
携

帯
電
話
を
無
料
借
用
し
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
た
が
、
関
係
者
の
処
分
は
行
わ
れ
た
の
か
。
そ
う
し
た
対
応
で
十
分

と
判
断
し
た
理
由
は
。
同
様
の
ケ
ー
ス
が
な
い
か
、
調
査
し
た
の
か
。 

（
9
） 

中
島
氏
ら
の
処
分
後
、
篠
沢
恭
助
事
務
次
官
が
辞
任
し
、
記
者
会
見
な
ど
で
「
二
度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と

話
し
て
い
た
が
、
省
内
で
こ
の
言
葉
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
た
の
か
。 

五 

 



 

二 

い
わ
ゆ
る
「
天
下
り
」
に
つ
い
て 

（
5
） 

企
業
や
団
体
は
大
蔵
官
僚
の
再
就
職
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
何
ら
か
の
便
宜
供
与
を
期
待
し
て
い
る
と
は
考
え 

（
4
） 

大
蔵
官
僚
の
再
就
職
先
と
な
っ
た
企
業
や
団
体
に
便
宜
を
図
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。 

（
3
） 

退
職
者
の
再
就
職
先
の
斡
旋
に
つ
い
て
、
民
間
企
業
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
か
、
調
査
し
た
こ
と
は

あ
る
か
。
調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
民
間
企
業
と
対
比
し
、
ど
の
よ
う
に
考
え
た
か
。 

（
2
） 

Ｏ
Ｂ
で
組
織
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る
「
霞
桜
会
」
ま
た
「
大
蔵
同
友
会
」
と
は
ど
の
よ
う
な
団
体
か
。
目
的
、
規 

 
 

 

模
、
予
算
な
ど
概
要
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
1
） 

退
官
す
る
大
蔵
官
僚
の
再
就
職
先
を
大
蔵
省
が
斡
旋
す
る
こ
と
は
あ
る
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
。 

（
15
） 

国
家
公
務
員
法
に
規
定
さ
れ
た
懲
戒
、
あ
る
い
は
そ
う
で
は
な
い
も
の
も
含
め
、
処
分
を
受
け
た
職
員
は
そ
の
後

の
人
事
考
課
に
相
当
の
影
響
を
受
け
る
の
か
。 

（
14
） 

国
家
公
務
員
法
に
規
定
さ
れ
た
懲
戒
処
分
は
免
職
、
停
職
、
減
給
、
戒
告
の
四
種
類
だ
が
、
一
連
の
不
祥
事
で
行

わ
れ
た
「
訓
告
」
「
厳
重
注
意
」
と
い
う
処
分
は
い
か
な
る
法
令
の
根
拠
に
基
づ
く
も
の
か
。
「
厳
重
注
意
」
に
は 

 
 

文
書
と
口
頭
が
あ
る
が
、
そ
の
違
い
は
。 

六 

 



 

四 

金
融
証
券
検
査
官
室
長
ら
二
人
の
収
賄
事
件
に
つ
い
て 

三 

井
坂
理
事
の
収
賄
事
件
に
つ
い
て 

（
3
） 

井
坂
理
事
の
事
件
で
、
大
蔵
省
は
何
ら
か
の
責
任
を
感
じ
て
い
る
か
。 

（
2
） 

大
蔵
省
は
井
坂
理
事
に
つ
い
て
、
退
官
後
の
日
本
道
路
公
団
へ
の
再
就
職
を
斡
旋
し
た
の
か
。
斡
旋
し
た
と
す
れ

ば
、
斡
旋
し
た
理
由
は
。 

（
1
） 

井
坂
理
事
の
逮
捕
を
踏
ま
え
、
大
蔵
省
在
任
中
の
職
務
内
容
、
接
待
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
、
問
題
が
な
い
か
調

査
し
た
か
。
と
り
わ
け
、
宮
川
室
長
ら
の
事
件
で
問
わ
れ
て
い
る
「
検
査
」
の
適
正
さ
に
つ
い
て
、
井
坂
理
事
が
初

代
の
金
融
検
査
部
長
を
務
め
た
時
期
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。 

（
7
） 

大
蔵
官
僚
の
い
わ
ゆ
る
「
天
下
り
」
で
、
高
額
の
退
職
金
を
何
度
も
受
け
取
る
こ
と
な
ど
に
納
税
者
・
国
民
の
批

判
が
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
か
。
承
知
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
た
の
か
。 

（
6
） 

大
蔵
官
僚
の
再
就
職
で
、
国
民
の
疑
念
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
ど
ん
な

ケ
ー
ス
か
。 

な
い
か
。 

七 

 



 

（
8
） 

第
一
勧
業
銀
行
の
検
査
の
際
、
検
査
官
二
人
が
接
待
を
受
け
、
処
分
さ
れ
た
問
題
で
、
前
回
答
弁
書
に
よ
る
と
、

「
こ
の
よ
う
な
事
例
は
他
に
判
明
し
て
い
な
い
た
め
、
株
式
会
社
第
一
勧
業
銀
行
以
外
の
銀
行
の
検
査
に
関
す
る
調

査
は
行
っ
て
い
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る
が
、
検
査
官
の
汚
職
が
明
ら
か
に
な
っ
た
現
在
も
同
じ
状
況
か
。 

（
7
） 

前
記
「
紀
律
保
持
委
員
会
」
は
違
反
す
る
職
員
の
状
況
把
握
を
行
う
と
さ
れ
て
き
た
が
、
新
た
に
創
設
さ
れ
る
金

融
服
務
監
査
官
室
と
ど
う
違
う
の
か
。 

（
6
） 

二
人
の
事
件
で
、
大
臣
と
事
務
次
官
が
引
責
辞
任
し
た
が
、
そ
れ
で
責
任
は
十
分
取
っ
た
と
考
え
る
か
。 

（
5
） 

二
人
の
逮
捕
事
実
は
九
四
年
か
ら
昨
年
ま
で
収
賄
を
繰
り
返
し
て
い
た
と
さ
れ
、
汚
職
は
前
記
中
島
氏
ら
の
問
題

発
覚
、
篠
沢
次
官
の
辞
任
後
も
続
い
て
い
た
疑
い
が
持
た
れ
て
い
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。 

（
4
） 

二
人
が
担
当
し
た
検
査
で
、
手
心
を
加
え
た
り
、
検
査
で
入
手
し
た
内
部
情
報
を
ほ
か
の
会
社
に
提
供
し
た
り
し

た
事
実
は
あ
る
の
か
。 

（
3
） 
逮
捕
事
実
と
さ
れ
た
「
Ｍ
Ｏ
Ｆ
担
」
の
接
待
に
つ
い
て
、
省
内
全
体
で
何
ら
か
の
措
置
を
既
に
講
じ
た
か
。 

（
2
） 

い
わ
ゆ
る
「
Ｍ
Ｏ
Ｆ
担
」
の
功
罪
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
か
。 

（
1
） 

省
内
調
査
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
二
人
の
上
司
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
い
る
か
。 

八 

 



 

五 

第
一
勧
業
銀
行
と
四
大
証
券
の
総
会
屋
利
益
供
与
事
件
に
つ
い
て 

（
4
） 

前
記
検
察
側
冒
頭
陳
述
に
よ
れ
ば
、
九
〇
年
十
月
と
九
四
年
十
月
に
そ
れ
ぞ
れ
検
査
が
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
際 

（
3
） 

第
一
勧
業
銀
行
事
件
の
二
月
二
日
の
公
判
で
、
検
察
側
は
九
四
年
十
月
の
大
蔵
省
検
査
で
、
総
会
屋
小
池
隆
一
被

告
の
関
連
会
社
に
対
す
る
貸
付
残
高
四
十
億
円
の
う
ち
二
十
四
億
一
千
万
円
を
回
収
不
能
、
四
億
八
千
百
万
円
を
回

収
不
能
の
懸
念
が
大
き
い
と
そ
れ
ぞ
れ
判
断
し
、
第
一
勧
銀
は
そ
の
分
を
有
税
償
却
し
た
と
冒
頭
陳
述
で
指
摘
し
た

が
、
検
査
で
は
貸
し
付
け
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
は
調
査
し
な
い
の
か
。 

（
2
） 

大
蔵
省
は
利
益
供
与
の
事
実
に
つ
い
て
、
検
査
で
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
。
把
握
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
ど

の
よ
う
な
指
導
を
し
た
の
か
。
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
で
き
な
か
っ
た
の
か
。 

（
1
） 

大
蔵
省
の
金
融
証
券
検
査
で
、
不
正
融
資
や
損
失
補
て
ん
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
、
ど
う
い
う
指
導
を
す

る
の
か
。 

（
9
） 

検
査
時
の
接
待
に
つ
い
て
は
二
人
の
逮
捕
に
先
立
ち
、
本
年
一
月
十
二
日
の
社
民
党
疑
惑
解
明
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

で
、
大
蔵
省
秘
書
課
長
ら
に
第
一
勧
銀
以
外
の
金
融
、
証
券
各
社
も
調
査
す
る
よ
う
に
指
摘
し
て
き
た
の
に
、
依
然

何
ら
の
回
答
も
な
い
の
は
な
ぜ
か
。 

九 

 



 

六 

度
重
な
る
事
件
、
不
祥
事
の
原
因
と
責
任
に
つ
い
て 

（
3
） 

三
塚
前
大
臣
が
辞
任
の
記
者
会
見
で
「
官
庁
の
中
の
官
庁
を
自
認
す
る
な
ら
率
先
し
て
改
革
を
」
と
述
べ
た
が
、

「
官
庁
の
中
の
官
庁
」
を
自
認
し
て
い
る
か
。 

（
2
） 

大
蔵
省
が
金
融
、
財
政
を
所
管
し
、
大
き
な
権
限
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
こ
う
し
た
事
件
、
不
祥
事
の
背
景
に
あ

る
と
は
考
え
な
い
か
。 

（
1
） 

前
記
の
事
件
、
不
祥
事
が
続
い
た
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
と
考
え
る
か
。
個
人
の
資
質
か
、
組
織
の
お
ご
り
か
。
責

任
は
十
分
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
と
考
え
る
か
。 

（
6
） 

今
回
の
事
件
発
覚
後
、
第
一
勧
銀
と
四
大
証
券
以
外
の
金
融
、
証
券
各
社
に
同
様
の
利
益
供
与
が
な
い
か
、
調
査

し
た
の
か
。 

（
5
） 
金
融
、
証
券
各
社
の
株
主
に
つ
い
て
、
総
会
屋
関
係
者
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
な
ど
を
調
査
し
た
こ
と
は

な
い
の
か
。 

に
十
分
な
対
応
が
取
ら
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
後
の
利
益
供
与
、
四
大
証
券
事
件
へ
の
拡
大
を
食
い
止
め
ら
れ
た
と
は

考
え
な
い
か
。
考
え
る
と
す
れ
ば
、
で
き
な
か
っ
た
責
任
は
ど
の
よ
う
な
形
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
か
。 

一
〇 
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（
4
） 

今
後
、
大
蔵
省
が
自
ら
不
正
を
調
査
し
、
た
だ
す
姿
勢
に
期
待
し
て
い
い
か
。 

右
質
問
す
る
。 


